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射場美智代 ･薄口俊之 (北海道大 ･医 ･脳科学)
選択的注意とは人ごみの中から知り合いの顔を見つけ出すような､妨-1u'･物の中から意味のある
標的を見つけ出すという韮要かつ基本的な認知機能である.しかしこの械能にどのような脳内物質
(特にモノアミン)が関与しているかは全く明らかになっていない.先行研究によって前弧重合野
に多くのノルアドレナリンニューロンを出力している青斑核が注意･否戒を必要とする課題を遂行
中のサルで賦活することが示されている｡そこで本研究では ｢選択的注意には前頭連合野とそこで
のノルアドレナリンが流安である｣と言う仮説を立て､今年度はまず前頭連合野内で選択的注意に
関与する部位の同定を行なった.2豆Rのアカゲサルに選択的注意を必要とする眼球運動視覚探索課
超とそのコントロール課週として眼球運動検出課題を訓練した.課題が完成した後､まず､ムシモ
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